
福祉と当事者のリアルⅡ

[講義]　第２学年　後期　選択　1単位

《履修上の留意事項》１．本講義は土曜日に講義を実施する。

《担当者名》〇大原　裕介（客員）ohara@yu-yu.or.jp　荻原　唯（客員）　向谷地　生良

【概　要】

本科目は、地域社会で生きる多様で複雑な課題を抱えた全国でも著名な当事者や実践者をお招きし、リアルに触れる講話やディ

スカッションを実施する。相手や自分の価値観に出会い、「誰のために、何のために」これから学び、専門職として働いていく

かを考える機会とする。

【学修目標】

１．専門職としてベースとなる正義や価値観について学びを深める。

２．新たな価値観と出会い、個人の価値観を更新する。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1

２

依存症からのリカバリー 外部ゲストとして、依存症当事者等をお呼びし、リア

ルな講話を聴く。講話後には、ゲストの方とのディス

カッションを通じ、多様な価値観を養う。

渡邊洋次郎（特別講師）

向谷地

大原、荻原

3

4

NPOが作る社会 外部ゲストとして、NPO法人の代表の方々をお呼びし、

リアルな講話を聴く。講話後には、ゲストの方とのデ

ィスカッションを通じ、多様な価値観を養う。

河内崇典（特別講師）

高亜希（特別講師）

大原、荻原

5

6

福祉最先端1 外部ゲストとして、福祉の最先端で活躍なさっている

方々をお呼びし、リアルな講話を聴く。講話後には、

ゲストの方とのディスカッションを通じ、多様な価値

観を養う。

菅原健介（特別講師）

茂内梓（特別講師）

大原、荻原

7

8

福祉最先端2 外部ゲストとして、福祉の最先端で活躍なさっている

方々をお呼びし、リアルな講話を聴く。講話後には、

ゲストの方とのディスカッションを通じ、多様な価値

観を養う。

飯田大輔（特別講師）

馬場拓也（特別講師）

大原、荻原

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

講義後に実施するリアクションペーパー（70%）　授業に参加する態度や姿勢、行動力（30%）

【教科書】

教科書は使用しない

【学修の準備】

福祉のイメージを考えておくこと。

【ディプロマ・ポリシーとの関連】

DP5,4

【実務経験】

大原裕介（社会福祉士）

【実務経験を活かした教育内容】

社会福祉法人ゆうゆうの理事長としての実務経験を活かし、実践的教育を行う。


